










　本市は、鎌倉武士の系譜を引く古都として、中世以来の風土や文化を脈々と受

け継ぎ今日にいたっています。

　熊本県の南部、人吉盆地の最南端に位置し、市の中央部を日本三急流のひとつ、

球磨川が東西に貫流しています。北緯 32 度 12 分 36 秒、東経 130 度 45 分

45 秒の位置にあり、熊本市・鹿児島市及び宮崎市へいずれも約 70ｋｍの等距

離の内陸部に位置します。

　「人吉」の起源は、平安時代中期に遡ります。醍醐天皇（898年～921年）の時

代の「和名抄」に、球磨郡に球玖・久米・人吉・東村・西村・千脱の六郷があると

出ています。人吉の語源は、人吉が、当時、日向（宮崎県）、薩摩（鹿児島県）、佐敷（熊

本県芦北町）を結ぶ交通の要衝であり、「舎」つまり、宿があり、これを“ひとよし”と

呼んでいたため、人吉となったとする説があります。

　今日では、熊本・宮崎・鹿児島の3県を縦貫する唯一の鉄道路線である肥薩線

や、九州を南北に結ぶ高速交通網として九州自動車道、さらには、観光客誘致の一

環としてＳＬ人吉といった地域公共交通の整備が図られており、交易・交通の拠

点として生活基盤の整備が進むなか、生活、文化、産業など、あらゆる面で人吉・

球磨圏域をはじめ、宮崎県、鹿児島県との県境を越えた南九州の交流拠点都市と

しての役割がますます高くなっています。

　また、市内には、国宝である青井阿蘇神社や国指定史跡の人吉城跡、大村横穴群

をはじめ、相良700年の歴史を物語る数多くの文化財が存在し、神社・仏閣、古

い街並みなどが点在しており、今もなお落ち着いた山紫水明の城下町のたたずま

いを残しています。
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